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0. はじめに 
 本稿では、カム・チベット語1ティンドゥ方言2の助動詞を大まかに三つに分類し、各助動
詞の意味的特徴を考察する。 
                                                        
1 チベット語はシナ・チベット語族(Sino-Tibetan)、チベット・ビルマ語派(Tibeto-Burman)ヒマラヤ語群に属
する言語である。大きく、西部古方言群、西部改新的方言群、南部方言群、中国国内の 3 大方言群(中央チ
ベット語(Ü-Tsang)、アムド・チベット語(Amdo)、カム・チベット語(Kham))の計 6つに分類できる(長野: 1989)。 
2 以下、カム・チベット語ティンドゥ方言の一般的特徴を示す。 
音節構造: (N)C(W)V(Ɂ)/T(括弧内は任意要素) 
子音音素: 子音音素は ph[ph], p, b, th[th], t, d, ʈh[ʈh], ʈ, ɖ, kh[kh], k, gh[gh], g, tsh[tsh],ts, dz, ʨh[ʨh], ʨ, ʥh[ʥh], 
sh[sh], s, çh[çh], ç, ʝ, h, m, mh[m̥], n, nh[n̥], ɲ, ɲh[ɲ̊], ŋ, ŋh[ŋ̊], l, lh[l̥], r, r̥, w, j の 41 個である。 
母音音素：単母音音素は i, e, ɛ, a, ɯ, u, o, ɔ の 8 個がある。二重母音は e̯iɁ, iɛ̯, a̯i, a̯e, ɯɤʔ, e̯i の 6 個がある。 
声調: HH 型、HF 型、LF 型、LR 型の四つがある。基本語順: SOV  格標識: 能格・絶対格型 
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 以下、1 節でチベット語の諸方言における助動詞の分類を示す。2 節で調査について、3.1
節で証拠性の観点から見た助動詞=ʈɔɁLFと=dɯɁLR について、3.2 節で完了を表す助動詞
=shõLF、=thiLF、=lɛjẽLF、=lɛrɛLR について、その次に、3.3 節では継続を表す =dɯwoLH 
//=dɯngɯHF、=jɯwoHF//=ʝɯngɯHF、=dɯçhɯwoHF//=dɯçhɯgɯHFについて、4 節でまとめ
と今後の課題について順に検討していく。 
 なお、本文中における例文番号、文字飾りは、特に断りのない限り筆者によるものであ
る。 
 
1. チベット語における助動詞の分類 
 本稿の対象となるティンドゥ方言の言語実態を体系的に記述したものは管見の限り見当
たらない。しかし、チベット語の方言に目を向けると、チベット語の助動詞は一般的に主
動詞に付加することによって証拠性、モダリティ、アスペクトなどを表す機能を持つもの
であると記述がなされている。本稿では、ティンドゥ方言の助動詞の意味機能に着目し、
証拠性、完了、継続を表す助動詞を対象として考察する。 
 
2. 本調査 
 本発表で用いた資料は、2012 年から 2014 年までにかけて断続的に現地で行った調査で収
集した 1000 語ほどの語彙、談話テキスト、5 分程度の物語と 1 分程度の物語一本ずつから
集めたものである。なお、用例には録音データからとったものと、必要に応じて筆者の作
例も使用した。録音データから取った用例は以下表 1 で示したインフォーマントの番号で
記する。何も表記しない用例は筆者によるものである。 
 
表 1: インフォーマント情報 
Number 職業 話し手の名前 性別 生年・出身地 居住地 
001 自営業者 レディ 女性 1985 年ティンドゥ ティンドゥ県 
002 公務員 ベマラァジ 女性 1987 年ティンドゥ ティンドゥ県 
003 公務員 ゴンガシャ 男性 1986 年ティンドゥ ティンドゥ県 
004 学生 ツェジワンモ（筆者） 女性 1986 年ティンドゥ ティンドゥ県 
005 教師 オンダォツェリン 男性 1986 年ティンドゥ ユシュ県 
006 公務員 ケジュバソン 男性 1986 年ティンドゥ ユシュ県 
007 公務員 ソナンウェセ 男性 1984 年ティンドゥ ティンドゥ県 
008 公務員 リンジンチゥペ 男性 1985 年ティンドゥ ティンドゥ県 
009 公務員（定年） ツェリンタシ 男性 1954 年ティンドゥ ユシュ県 
010 自営業者 チンメドジェ 男性 1945 年ティンドゥ ティンドゥ県 
011 農家 ソナンバンジュ 男性 1947 年ティンドゥ ティンドゥ県 
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表 2: 物語データ  
物語 話し手 タイトル データ規模(分) 
物語 1 008 カエルとウサギ 1 分 25 分程度 
物語 2 010 牧人と王様の戦い 6 分程度 
表 3: 談話データ  
談話 話し手 話題 データ規模 
談話 1： 001~004 仕事、飲み会、料理 44:51 時間 
談話 2： 002~007 友人の話 37:43 時間 / 30:00 時間 / 16:32 時間 
 
3. ティンドゥ方言の助動詞の考察 
3.1. 証拠性の観点から見た助動詞 
 Aikhenvald(2006: 3)によると、証拠性(evidentiality)とは、「発話される内容の情報源を表す
文法カテゴリーである」と定義されている。文法的証拠性を備えた言語には、以下のよう
な六種の意味的パラメータが存在すると述べられている。 
 
I. VISUAL「視覚」：視覚に基づく情報。 
II. NON-VISUAL SENSORY「非視覚的知覚」：聴覚に基づく情報である。 
III. INFERENCE「推測」：見たり、触れたりした証拠に基づくその結果。 
IV. ASSUMPTION「仮定」：視覚に基づく結果以外の証拠に基づく、一般的知識。 
V. HEARSAY「伝聞」：報告した人や媒体に言及せずに、情報を報告する。 
VI. QUOTATIVE「引用」：引用した情報源に言及せずに、情報を報告する。 
(Aikhenvald 2006: 63-64 、枠は筆者) 
 
 本稿では、Aikhenvald の意味的パラメータの分類のうち、Ⅰ.視覚、Ⅱ.非視覚的知覚、V.
伝聞の三つの意味的パラメータの観点から=ʈɔɁLF と=dɯɁLR の意味機能を分析する。
VISUAL「視覚」と NON-VISUAL SENSORY「非視覚的知覚」が区別される状態動詞述語文
における=ʈɔɁLF、=dɯɁLR 使い分けについて、動態動詞3、コピュラ動詞、存在動詞に付加
する=ʈɔɁLFの伝聞的機能について考察する。 
 
3.1.1. 状態動詞に付加する助動詞=ʈɔɁLFと=dɯɁLRについて 
 状態動詞文において、=ʈɔɁLFは感情・感覚を知覚した直後に情報を表現し、主動詞に付
加する。この場合、主動詞に必ず助動詞を後置させ、助動詞を欠く文は非文である。 
【非視覚的情報の場合】: 
(1) huHF             uzuɁHH  kɛtɕhaHF   ʈɔwoHF     tɕɯɖɯHH    çhɛɁHH=shõLF,   dɯɁLF 
 2.SG.ERG 今 話 ひどい あんなに 言う=AUX   悲しい  
                                                        
3 ティンドゥ方言の動詞は、コピュラ動詞、存在動詞、動態動詞、状態動詞の四つに分類される。 
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 dɛdɛHH dɯɁLF=ʈɔɁLF 
 ずっと 悲しい=AUX 
さっきあなたにあんなひどいことを言われたから、悲しいといえば悲しいよ。 
(落ち込んでいる友人に「どうしたの？」と聞き、その回答)                (002) 
(2) khaHF   tshaHF=ʈɔɁLF 
 口          痛い=AUX 
(一口食べて)辛い。                                                                                                              (001) 
 一方、状態動詞の「大きい」、「小さい」、「長い」、「綺麗だ」、「高い」が主動詞
となる場合は、目の前の対象物に対する「大きいか長いか」などの判断を下すという意味
になり、=dɯɁLRを用いる。 
【視覚情報の場合】 
(3) ndiLF            lokoHH            tɛLF          tɕeɁHH      rẽHF=dɯɁLR 
この コード DEF すごく  長い=AUX 
(コードを見て)このコードはすごく長い。 
(4) ndiLF            logoHH            tɛLF          tɕeɁHH    rẽHF=ʈɔɁLF  
この コード  DEF すごく  長い=AUX 
 (コードを触って)このコードはすごく長い。 
【経験に基づく判断の場合】 
(5) ɯdɛLF   tɕeɁHH    çhɯ̃HF=dɯɁLR  
これ        すごい        美味しい=AUX 
(目の前の料理を指さしながら)これ、すごくおいしいんだよ。 
【恒常的な事態の場合】 
(6) taLF              ɯzuHF           ʈɔwoHF        ʈwoLF=dɯɁLR 
それで 今 すごく 幸せ=AUX 
私は今すごく幸せだ。(今の生活に満足している) 
 (1)～(6)の例から分かるように、=ʈɔɁLFは話し手がなんらかの感情・感覚を知覚した直後
に情報を表現する。これに対し、=dɯɁLRは視覚の情報で判断する、または過去の体験に基
づいて判断したことや、恒常的事態を述べるのに用いる。 
 
3.1.2. 動態動詞、コピュラ動詞、存在動詞に付加する=ʈɔɁLFと=dɯɁLR 
 動態動詞には=ʈɔɁLF と=dɯɁLR のいずれも付加できるが、=dɯɁLR はコピュラ動詞、
存在動詞には付加することができず、=ʈɔɁLF のみ付加できる。  
動態動詞に付加する場合：  
(7) abaHF thɛ̃HF    wõLF=ʈɔɁLF 
お父さん.ABS 来る       来る=AUX 
お父さんが来ているよ。(お父さんのバイクの音を聞いて判断している) 
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 まだお父さんが目の前にいない状態であるが、バイクの音やお父さんの声、などの情報
によってこれから来ることを判断している。 
一方、=dɯɁLRは過去に経験したことに基づく場合に用いる。 
(8)  khuHF=gɯ    gõphɔHF    ʈɔwoHF       tsɛHF=dɯɁLR 
3.M.SG=ERG    サッカー     すごく          遊ぶ=AUX 
彼はすごくサッカーが上手だった。 
存在動詞とコピュラ動詞に付加する場合： 
 三つの存在動詞のうち、ソトの存在動詞 ngɯHFとウチの存在動詞 worɛLR は=ʈɔɁLFに前
置することができず、ウチの存在動詞 woLR にのみ前置できる。この場合話し手がうわさで
耳にした伝聞情報など何かを媒介して情報を収集していることを表す。コピュラ文の場合
もソトのコピュラ動詞に付加することができず、ウチのコピュラ動詞の付加へのみとなる。 
(9) ɔwoHF nɯwaHF=gɯ zɯ̃HF=dɯɁLR=ʥɯ mɔ̃HH tɛLF kaboHF 
お兄さん PSN=ERG 売る＝AUX=NMLZ バター DEF 白い  
jẽLF=ʈɔɁLF 
COP=AUX 
ニマさんが売っているバターは白いバターだそうだ。 
 例(9)は「白いバターだということは噂で聞いた」という意味で、伝聞的情報である。 
 
3.2. 完了を表す助動詞 
 完了を表す助動詞としては=lɛjẽLF、=thiLF、=shõLF、=lɛrɛLR の四つが存在すると考え
られる。 
 意味的には、話し手が意識的に引き起こした事態の場合に=lɛjẽLF を用いるのに対して、
話し手と直接的なかかわりがなく且つ話し手が目撃情報で事態を叙述する場合には=thiLF
を用いる。=shõLF は、話し手に向かって行われた事象を叙述する場合に用いる。=lɛrɛLR
は聞き手に情報を提示する場合に用いる。 
 完了の他動詞文において、誰の行為なのか、また行為が誰に向けられているのかという
方向性によって助動詞が選択されることもある。1＞2、1＞3 の場合は=lɛjẽLF、2＞1、3>1
の場合は=shõLF、3＞2、2＞3 の場合は=thiLF が選択される。 
 
3.2.1. =lɛjɛ̃LFについて 
 =lɛjɛ̃LF は話し手自身が完結した行為について述べる場合、「私がお母さんに食べ物を送っ
た」「昼ごはんを食べた」などに用いる。話し手の意識の下で行われた事態に用いることが
多い。 
(10) ŋiLF             awãHF=lɯ         saʥɯHF         kuHF=lɛjẽLF 
1.SG.ERG      お母さん=DAT     食べ物.ABS       送る=AUX 
私がお母さんに食べ物を送った。 
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(11) ŋiLF sawãLF   suLF=lɛjẽLF 
1.SG.ERG ご飯.ABS   食べる.PFV=AUX 
私はご飯を食べた。 
 自分の行為であっても無意識にしてしまったことの場合、思わず「暴力を振るった」、思
わず「溢した」などというような時は=lɛjɛ̃LF を用いることができず、=thiLF を用いる。例
(12)、(13)と(14)、(15)にそれぞれ同じ文脈であっても、=lɛjẽ LFを付加した場合には、意味
的には意識して学生に暴力を振るったことを表すのに対し、=ʝɯthiLFを付加した場合には、
無意識的行為を表す。従って、lɛjɛ̃LF は、話し手の意識だけで行われた構文のみに用いられ
るとみることができる。 
(12) tɔzuLR       tshuHF       dɯtuLF     ŋiLF              lhomaHF=lɯ    ʥa̯iLR=lɛjẽ LF 
先 授業  時 1.SG.ERG 学生=DAT            殴る=AUX 
私は、さっきの授業で学生に暴力を振るった。                                                         (003) 
(13) tɔzuLR tshuHF  dɯtuLF  ŋiLF          lhomaHF     zeiLR=lɯ   ʥa̯iLR     çhuLF=ʝɯthiLF 
 先          授業        時           1.SG.ERG   学生             INF=DAT      殴る        しまう=AUX 
私はさっきの授業でつい学生一人を殴ってしまった。 
(14) kuziHF thuHH=lɯ    tɕhɯHF   phu=lɛjẽ LF 
服 上=DAT 水.ABS かける.PFV=AUX 
服に（わざと）水をかけた。 
(15) kuziHF thuHH=lɯ     tɕhɯHF    phoHF         çhuLF=ʝɯthiLF 
服          上=DAT          水.ABS      溢す.IPFV     しまう=AUX 
服に水を溢してしまった。 
 =lɛjẽLFは二人称主語の疑問文にも用いることができる。 
(16) tiLF ɲɯpoHH hɛtɯ̃bɯHH tɕɯHF  siLF=lɛjẽLF 
DEF 日 2.PL 何.ABS  する=AUX 
その日、あなた達は何をしたの？    (002) 
 
3.2.2. =thiLFについて 
 =thiLFは 3.2.1.節で述べたように、一人称主語の他動詞文の無意識の場合に用いる。しか
し、無意識の場合のみならず、一人称以外の人称の場合にも使用するが、話し手と直接に
は関係せず、話し手の視野、知識内の事象であることを前提とする場合に用いる(例(17))。 
(17) ɲɯ̃waLF      sɯlĩLF          shɯ̃HF=thiLF 
PSN.ABS       PLN               行く.PFV= AUX 
ニマは西寧へ行った。 
 このほか、例(18)のような自発的(自動詞文)で、話し手のコントロール外にある事象は、
時間的変化のプロセスの局面をとらえていると考える。 
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(18) luɁHF       thɛLF=thiLF 
電気.ABS  来る=AUX 
電気が来た。(停電になっていたときに、急に電気が来た状態の場合) 
 
3.2.3. =shõLFについて 
 =shõLF は話し手の方に向かう行為、モノの移動などに用いる。動作主である二人称や三
人称が動作対象の一人称に向けて行った行為であり、話し手の意識内で左右できる事象で
ない場合に用いる。この場合は=shõLF が逆行態のマーカーとして機能していることを示し
ている。 
(19) ʈaçhiHF=gɯ  ŋaLF=lɯ     jɯghɛHF     ʝẽHF=shõLF 
PSN=ERG        1.SG=DAT    本.ABS         くれる=AUX 
 タシが私に本をくれた。 
 =shõLF は感情の主体である話し手側が受け取っている感覚である。この場合は、開始の
アスペクト的性質を持っていると考える。 
(20) kaHF=shõLF,     taLF        mẽLF         ze̯ iLR        swuHF 
疲れ=AUX            もう         休み            INF              休もう 
疲れてきた、休もう。(疲れていて休憩をしようとするところで) 
 また、以下例(21)、(22)のように、=shõLF は意外や想定外の場合にも用いることができ
る。 
(21) putiHF     ngoLF=lɯ     tɔHF      dɛLF=ziLF     jɯHF        thɛLF    ʈɔwoHF      jɔLF=shõHF 
 あの人        頭=DAT          つける    いる=NMLZ    トルコ石    DEF      大変           きれい=AUX 
 あの人の頭に付けているトルコ石がすごくきれい。 
(22) thirɯ putiHF jowõHH       tɕhãHF=shõLF 
今日 あの人          上手な             踊る=AUX 
今日、あの人が上手に踊った。 
 
3.2.4. =lɛrɛLRについて 
 =lɛrɛLR は「推論的帰結」「情報提示」「状況説明」などの文法機能を持っていると考えら
れる。完了の事態を表す構文であるが、完了した事態についてアスペクト的にその局面を
取るかではなく、話し手がこの事態についてどのように認識しているかというモダリティ
の意味合いが強いと考える。なお、=lɛrɛLR は主動詞の特徴から意味機能を考察するより、
むしろ文脈に重点に置いて考察すべきだと考え、分析を試みる。 
【推論的帰結】： 
(23) ɲɯwãLF=gɯ   khuHF      shɯLF=lɛrɛLR 
PSN=ERG           持つ         行く.PFV=AUX 
ニマが持って行った。 
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 例(23)は「昨日彼がそれをほしいって言ったから」という情報に基づく、思考をめぐらせ
て「タシが持っていた」という事態が成立する。事態が成立するには、裏付けられる何か
しらの証拠があると考える。 
【情報提示】： 
(24) çɯHF       goLF=lɛrɛLR,     ɲawatsa̯iHF   ŋɔɁHF      goLR       goHF=lɛrɛLR 
酸っぱい   いる＝AUX          少し                 甘い          も             要る=AUX 
酸っぱくて、また少し甘いのがほしいのよ。                                                             (004) 
 例(24)は、聞き手が話し手にキャンディーを作ってあげるという話の流れである。そこで、
話し手が好きなキャンディーの味を取り上げて相手に教える。この場合、話し手のなかで
は、すでに把握している情報や知識を相手に提示する場合に用いることが多い。 
【状況説明】： 
(25)  003:nɯŋhaHH      phɔLF        nɖoHF              goLF     dɯ↗ 
       明日               向こう          行く.IPFV         いる        SFP 
      明日、向こうに帰る？ 
002:ɯɯ̃,    ŋɛtshɯLF    thirɯLH=ni          phɔHF       nɖoHF              tɕhuɁLR=lɛrɛLR 
       そう    ウチ             今日=ABL              向こう        行く.IPFV          いい=AUX  
                     そう、ウチは今日で向こうに帰れるんだ。     
 例(25)は、祭りが終わって地元に帰れることも知っている 003 が、002 に確かめたところ、
実は 002 の職場では今日で終了して帰れる、ということを相手に教えるという流れである。 
 
3.3. 継続を表す助動詞 
 本節では、状態の継続を表す助動詞=dɯwoLH//=dɯngɯHF、働きかけによる動作の結果を
表す=ʝɯwoLH//=ʝɯngɯHF、動作の継続を表す助動詞=dɯçhɯwoHF//=dɯçhɯngɯHFについて
それぞれペアで見ていく。 
 助動詞=dɯwoLH//=dɯngɯHF、=ʝɯwoLH//=ʝɯgɯHF、=dɯçhɯwoHF//=dɯçhɯngɯHF の動
詞述語部における現れ方は次のとおりである。①主動詞+=dɯɁLR(助動詞)+wo/ngɯ(内/外の
存在動詞)である、②主動詞+ʝɯwo/ʝɯngɯ(ʝɯ は単独で現れることができない形式+内/外の存
在動詞)である、③主動詞+=dɯɁLR+çhɯwoHF//=dɯɁLR+çhɯngɯHF、の三つの現れ方がある。
ペアとなる助動詞はウチとソトの存在動詞と複合しているという点を除けば、文法機能に
異なりは見られない。 
【結果の継続】： 
(26) sa̤LF  ze̯iLR      çhɯLF=dɯngɯHF/*=ʝɯngɯHF 
鳥        INF          死ぬ=AUX 
鳥が死んでいる。（結果の状態） 
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(27) sa̤LF   ze̯iLR     sɛLF=ʝɯngɯHF/*=dɯngɯHF 
 鳥 INF     殺す=AUX 
鳥が殺されている。（働きかけによる結果の状態） 
【動作の継続】： 
(28) sa̤LF ze̯iLR       phṳLF=dɯçhɯngɯHF 
鳥 INF  飛ぶ=AUX 
鳥が飛んでいる。（動作の継続） 
 例(26)は道を通る際に、死んでいる鳥の死体を見て、「鳥が死んでいる」という結果の状
態を表す時に用いるが、同様の文脈であっても、死んでいる様子から殺されたことが分か
った場合、動作に焦点が当たったことにより=ʝɯngɯHF を付加することができる(例(27))。
状態の変化が動作の終了限界に達する前である場合、つまり動作の継続を表す場合は例(28)
のようになる。 
 
3.3.1. 結果の継続を表す助動詞 
 =dɯwoLH と=dɯngɯHFはいずれも「継続」の助動詞として分類することができるが、こ
こでいう「結果」は主動詞の特徴によって「移動の結果」「状態変化の結果」「モノやヒト
の存在」「状態の継続」のように現れる。 
【移動の結果】： 
(29) ŋiLF           lhasaHF=ni    tshuHF=lɯ       nba̯iLR           khuHF=dɯwoLH 
 1.SG.ERG    ラサ=ABL        こっち=DAT      お土産.ABS     持つ＝AUX 
 ラサからお土産を持ってきたよ。 
 例(29)は、話し手が「お土産を買う」という動作を過去の時点で既に終了し、「お土産」
を話し手が持っているというような移動の結果になる。 
【結果の確定】： 
 コピュラ動詞が前置する場合は話し手が事態に対する確信を持ち、事態の結果が確定す
る場合に用いる。 
(30) ŋiLF    dzuLF=ziHF          thɛLF        rɛɁLR=dɯwoLH 
1.SG       言う.PFV=NMLZ     DEF           COP=AUX 
私が言ったのが真実である。 
【状態変化の結果】： 
 状態動詞と共起する場合は、状態が変化した後の結果を表す。 
(31) ŋɯ̃waLF  tɕiniHH    ʥahuLF=lɯ      shɯ̃HF=thiLF=a,              taʥɯHHreʥɯ  
日              何              内陸=DAT           行く.PFV=AUX=CONJ         明らかに    
woLR=ziLF   kɔɁHF=dɯngɯHF  
ある=NMLZ    白い=AUX 
何日間か内陸に行ってきたら明らかに白くなっているよ。 
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【働きかけによる動作の結果】： 
 以下例(32)では動作対象の「虫」に「殺す」が動作を働きかけることによって結果状態
が持続している。この場合、虫の死骸が目の前にあることを前提とする発話である。また、
例(33)のように、動作対象である「子供の髪」に対して「話し手」が働きかけた結果「切っ
た」という結果状態の持続を表している。いずれも他者の働きかけによる動作対象の結果
状態である。 
(32) nbɯHF    ze̯iLR     shɛLR=ʝɯngɯHF 
虫.ABS     INF         殺す=AUX 
虫を殺しておいた。 
(33) ɲɔɲuLR  ʈaHF       rhɯHF=ʝɯwoHF 
子供        髪.ABS    切る=AUX 
子供の髪を切っておいた。 
 
3.3.2. 動作の継続を表すもの助動詞 
 動態動詞の「働く」のような動詞が主動詞の場合は、=dɯçhɯwoHF を付加して動作の進
行・継続を表すことができる。 
(34) tɕhɯ̃HF      nõHF=ni    likaHF    liLF=dɯçhɯwoHF 
家 中=ABL      働き        する=AUX 
家で家事をしている。 
 
4. 今後の課題 
 本稿では、カム・チベット語の助動詞を考察し、前置する主動詞の特徴と意味機能につ
いて分析した。今後はこの研究結果を土台に、さらに網羅的、体系的に記述することを目
的として調査や研究を進めていきたい。 
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